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｢情報の蓄積｣は､ ｢情報の豊富さ｣ (情報を蓄える能力)に対応等せた｡次に ｢情報の伝達
｣は､ ｢情報の周期性｣ (情報を正確に伝えるには安定な周期解が適している)に対応させ､
最後に ｢情報の変換｣は､ ｢カオス性｣ (変換というよりは新たな情報を見付けだす能力)に






X- Xl, X2, ...,Xnp(xl),P (x2),...,P(xn)
Y- lEl･(,1),Pr2･(,2),::::pm (,n) ]
p (x.),p (yl)はそれぞれX,Yで生 じる部象x .,y.の生起確率である｡
これらの情報源のエントロピー Ll(X),I-1(Y)は次のように表わせる｡
J】
H (X)--∑p (x,)Jog (p (x,))J-1
∩
































































b の 他 情報の#-桃､伝達 情報の変換
1.2 (周期状態) 中 なし
1.5(弱いカオス状態) 高 低
1.8 (強いカオス状態) 低 -白▲liJ
以上の結果から ｢複雑さ｣について考察をすると､イントロダクションで述べた様に複雑な
状態は ｢情報の蓄積｣､ ｢情報の伝達｣､ ｢情報の変換｣という3つの機能を持つと仮定した
｡それをまとめると上の表の様になる｡周州状態(b=1.2)では情報の蓄積､伝達能力はある程
度あるが､変換能力は全くないことがわかる｡次に弱いカオス状態(b=1.5)では情報の蓄積､
伝達能力は高いが､変換能力は低いことがわかる｡最後に強いカオス状態(b=1.8)では情報の
藩札 伝達能力は低いが､変換能力はi王恥1ことがわかる｡このように複雑さを計算の基本機能
という観点からみると､弱いカオス状旗と強いカオス状態が先の3つの機能をを持っている為
に ｢複雑だ｣という事になる｡しかし,これら2つの状態は全く異なる状態であることが上の
表からわかる｡そこで､どちらが複雑かという事を推測すると弱いカオス状態はある有用な職
略を見付け､それを蓄積､持続し続ける事が出来るのではないか?逆に､強いカオス状態では
有用な戦略を早く見付ける事は出来るが､それを蓄積､持続し続けさせる事が出来にくいので
はないか?そうすると､強いカオス状態は複雑というより乱雑に近く､弱いカオス状態の方が
システムとしてより複雑ではないかと思われる｡
今後の課題としてはこうした弱いカオス状態がどのような系で起こり､どのような役割をし
ているか調べていこうと思う｡
参考文献
[1]P.Grassberger,Towardaquantitativetheoryofself-generatedcomplexity,
Int.∫.Theor.Phys.25,907-938(1986)
[2]C.G.Langton,Computationattheedgeofchaos:phasetransitionandemergent
computation,PhysicaD.42,12-37(1990)
[3]k.A.ノ･Jク,R.M.札 K.ジグムント,一臥0ルン7'と生物靴,u鮒イエンス8,50-61(1995)
-1005-
